
 
 
 

横浜マラソン 2015 及び 2015 世界トライアスロンシリーズ横浜大会
の結果報告について 

 

 平成 27年 3月 15日（日）開催の「横浜マラソン 2015」及び平成 27年 5月 16日（土）17日（日）

開催の「2015世界トライアスロンシリーズ横浜大会」の大会結果を報告します。 

 

１ 「横浜マラソン 2015」について 
  1981年から 33回行われてきた横浜マラソン大会（ハーフマラソン）を、フルマラソン化の要

望に応え、市内初の市民参加型フルマラソン大会として開催しました。 

 

（１）競技結果 

種 目 出走者数 完走者数 完走率 優勝記録※ 

フルマラソン 22,458 人  21,560人  96.0％  
2：24：39 

2：56：31 

10km 938人  932人  99.0％  
31：52 

43：02 

10km（車いす） 8人  8人  100.0％  
24：05 

32：24 

２km（車いす） 19人  19人  100.0％   

合  計 23,423 人  22,519人  96.1％   

※ 上段:男子､下段:女子    
（２）コース 

   みなとみらい大橋をスタート地点、パシフィコ横浜をフィニッシュ地点としたコース 

 

（３）応援者数等 

ア 沿道応援者数 62万人 

イ 横浜マラソン EXPO2015来場者数 43,000 人（13日（金）16,000 人、14日（土）27,000人） 

 
（４）ボランティア 

   延べ 6,522人 

（給水 2,269人 コース整理 1,773人 スタート・フィニッシュ 1,456人 EXPO 1,024人） 

 

（５）映像発信 

大会当日 8時 00分から 15時 30分までｔｖｋ（テレビ神奈川）による生中継を実施 

 

（６）横浜マラソン 2015の特徴 

ア 給水パフォーマンス  

18 箇所の給水所において「ランナーを元気づける」をコンセプトに、ジャズバンドや  

バーテンダー、タップダンサー等による様々な給水パフォーマンスを行いました。 

イ ラッキー給食 

18 箇所の給水所において水やスポーツドリンク、バナナや飴などのマラソン定番の  

メニューに加え、横浜ならではの名品を中心に「ラッキー給食」として提供しました。 

 

（７）コース距離不足について 

大会当日に距離計測を行った結果、フルマラソンは 186.2ｍ、10ｋｍは 94.1ｍ距離が不足  

していました。誤差が生じた主な原因としては、事前計測時に右折時の右車線走行ができな 

かったことや、首都高速道路の事前計測ができなかったことによるものです。 
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種 目 募集人数 申込者数 倍率 

フルマラソン（地元優先枠） 3,000人  30,909人  10.3倍  

 横浜市民枠 2,000人  19,436人  9.7倍  

 神奈川県民枠 1,000人  11,473人  11.5倍  

 

種 目 募集人数 申込者数 倍率 

フルマラソン（一般枠） 19,450人  66,831人  3.4倍  

10km 1,000人  14,683人  14.7倍  

10km（車いす） 30人  14人  0.5倍  

２km（車いす） 20人  27人  1.4倍  

合     計     20,500人    81,555人  4.0倍  

 

＜コース図＞ 
【フルマラソンコース】                           【10ｋｍコース】 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

【2ｋｍ（車いす）コース】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

《参 考》 
【申込結果について】 

・フルマラソン（地元優先枠） 

 

 

 

・フルマラソン（一般枠）等 

 

 

 

 

 

 

 

【給水パフォーマンス（バーテンダー）】     【ラッキー給食（霧笛楼）】  
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２「2015 世界トライアスロンシリーズ横浜大会」について 
 

世界トライアスロンシリーズ横浜大会は、今年で 6回目の開催となりました。 

世界最高峰のトライアスロン大会として多くの選手の参加を得るとともに、市民の皆様に親しま

れる一大スポーツイベントとして定着しています。 

 

（１）競技結果 

ア ５月１６日（土）エリート（トップアスリート）大会 

競技種目 出走者数 完走者数 完走率 

パラトライアスロン 58人 55人 94.8% 

エリート 125人 99人 79.2% 

参加国 35か国 

レース結果 

【女子】 

順位 氏名 国籍 タイム 

１位 グウェン・ジョーゲンセン アメリカ 1:57:20 

13位 上田 藍 日本 1:59:57 

19位 高橋侑子 日本 2:00:18 

レース結果 

【男子】 

順位 氏名 国籍 タイム 

１位 ハビエル・ゴメス ノヤ スペイン 1:47:00 

20位 田山 寛豪 日本 1:48:53 

28位 細田 雄一 日本 1:49:21 

 

イ ５月１７日（日）エイジ（一般）大会 

競技種目 申込者数 出走者数 完走者数 完走率 

パラ・一般・リレー 1,532人 1,390 人 1,295 人 93.1％ 

 

（２）コース 

   山下公園をメイン会場とし、スイム 1.5km、バイク 40km、ラン 10km、全体で 51.5km の    

スタンダードディスタンス 

   ※パラトライアスロンは、スプリントディスタンス（25.75km） 

    

（３）観戦者数 

   273,200人 （16日（土） 85,200人、17日（日） 188,000 人） 

 

（４）ボランティア 

   約 1,070人（延べ人数等は集計中） 

 

（５）映像発信 

   ＮＨＫ ＢＳ１で約５時間にわたりエリート女子・男子競技の生中継を実施しました。 

この映像は国際映像を通じ、全世界約 150の国や地域にて放送されます。 
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＜コース図（５月 16日（土）エリート）＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《参 考》 
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【エリート女子フィニッシュ】 【エリート男子フィニッシュ】 

【エイジ（一般）の部 表彰式】 【エイジ パラトライアスロン】 

エリートパラトライアスロン 

で優勝した秦由加子選手 

（女子 PT2カテゴリーの部） 


